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Ｗ
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ｂ
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『
延
喜
式
』
の
「
六
月
晦

み
そ
か

大
祓

お
お
は
ら
え

、
十
二
月
此

准

こ
れ
に
な
ら
う

」
に
白
人
胡
久
美

し

ら

ひ

と

こ

く

み

の
こ
と
が
出
ま
す
。
で
す

が
、
漢
字
文
献
に
は
良
く
解
ら
な
い
よ
う
な
記
事
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

シ
ラ
ヒ
ト
・
コ
ク
ミ
の
真
相
を
、
か
い
つ
ま
ん
で
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

も
と
も
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
孫
に
ア
メ
カ
カ
ミ
カ
ミ
と
言
う
優
れ
た
お
方
が
お
い
で
で
し
た
。

ア
メ
カ
カ
ミ
カ
ミ
は
ツ
ク
シ
（
九
州
）
を
足
し
て
良
政
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
子
の
ア
メ
ヨ
ロ
ツ

カ
ミ
は
ソ
ア
サ
（
四
国
）
を
足
し
て
良
政
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ワ
ナ
ギ
さ
ん
と
サ
ク
ナ

ギ
さ
ん
を
も
う
け
ま
す
。
ア
ワ
ナ
ギ
さ
ん
は
ネ
の
シ
ラ
ヤ
マ
か
ら
チ
タ
ル
（
山
陰
道
諸
国
）
ま
で
を
足

し
ま
す
。
そ
し
て
タ
カ
ヒ
ト
（
の
ち
の
イ
サ
ナ
ギ
）
と
ク
ラ
キ
ネ
を
も
う
け
ま
し
た
。 

タ
カ
ヒ
ト
さ
ん
が
７
代
ア
マ
カ
ミ
に
即
位
な
さ
い
ま
す
。 

ク
ラ
キ
ネ
さ
ん
は
ア
ワ
ナ
ギ
さ
ん
の
お
世
継
ぎ
と
し
て
、
ネ
の
ク
ニ
・
サ
ホ
コ
・
チ
タ
ル
を
治
め

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
キ
ネ
さ
ん
は
シ
ラ
ヒ
ト
を
も
う
け
ま
し
た
。
ク
ラ
キ
ネ
さ
ん
は
後
妻
に

サ
シ
ミ
メ
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
朋
輩
（
血
縁
が
あ
っ
た
か
も
？
）
の
コ
ク
ミ
を
取
り
立
て
て
、
サ
ホ
コ
・

チ
タ
ル
を
分
国
し
て
マ
ス
ヒ
ト
（
い
わ
ば
準
国
司
）
に
任
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
マ
ス
ヒ
ト
に
な
っ

た
コ
ク
ミ
が
マ
ツ
リ
コ
ト
（
政
）
は
サ
ボ
る
し
無
茶
苦
茶
を
や
る
の
で
し
た
。 

ク
ラ
キ
ネ
さ
ん
の
逝
去
の
後
に
、
シ
ラ
ヒ
ト
が
サ
シ
ミ
メ
を
妻
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
子
の

ク
ラ
コ
ヒ
メ
も
犯
し
た
の
で
し
た
。
噂
に
な
っ
て
く
る
と
、
シ
ラ
ヒ
ト
は
サ
シ
ミ
メ
母
娘
を
立
山
に

押
し
込
め
ま
す
。
こ
の
ゆ
か
り
が
立
山
の
姥
堂
で
す
。
さ
ら
に
噂
が
立
っ
て
く
る
と
、
サ
シ
ミ
メ
母

娘
を
コ
ク
ミ
の
も
と
に
追
い
や
り
ま
す
。
コ
ク
ミ
は
、
サ
シ
ミ
メ
母
娘
を
妻
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
を
収
拾
し
た
の
ち
に
、
ソ
サ
ノ
ヲ
が
サ
ホ
コ
（
イ
ツ
モ
・
出
雲
）
の
ク
ニ
カ
ミ

（
の
ち
に
い
う
国
司
）
に
任
じ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 
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３
３
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（
１
０
代
崇
神
天
皇
の
前
半
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

３
３
‐
１ 

ア
ス
ス
の
６
２
１
年
の
キ
ナ
ヱ
（
２
１
）
の
ハ
ル
（
春
）
の
１
月
の
ネ
シ
ヱ
（
１
９
）
が
１
日
で
、

元
年

キ
シ
ヱ
（
３
１
）
の
１
３
日
の
日
の
事
で
し
た
。 

 

ヰ
ソ
ニ
ヱ
の
ミ
コ
は
、
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
キ
（
天
皇
位
）
を
受
け
継
が
れ
ま
し
て
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
ア
マ

ツ
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
と
名
乗
ら
れ
ま
す
。
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
の
授
受
の
使
い
も
、
ア
メ
タ
メ
シ
で
、
ア
メ
ミ

マ
コ
（
ニ
ニ
キ
ネ
）
か
ら
の
伝
統
の
通
り
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
儀
式
の
飾
り
を
タ
ミ
（
一

般
国
民
）
に
公
開
な
さ
い
ま
す
。 

３
３
‐
３ 

ハ
ハ
（
生
母
）
の
イ
キ
シ
コ
メ
（
イ
カ
シ
コ
メ
）
さ
ま
を
ミ
ウ
ヱ
キ
サ
キ
と
し
て
、
尊
び
ま
す
こ
と
、

常
の
如
く
で
す
。
ご
年
齢
は
１
２
１
歳
で
し
た
。 

３
５
‐
４
） 

ま
た
、
オ
オ
ハ
ハ
（
祖
母
）
の
ウ
ツ
シ
コ
メ
さ
ん
は
１
６
２
歳
に
な
ら
れ
て
お
ら
れ
て
、
オ
オ
ン
キ
サ
キ

と
し
て
尊
び
ま
す
。 

３
３
‐
３ 

初
年
の
キ
サ
ラ
キ
（
２
月
）
の
１
日
が
サ
ウ
ト
（
４
８
）
で
、
ツ
ミ
ヱ
（
３
）
の
１
６
日
に
キ
サ
キ

を
定
め
ら
れ
ま
す
。
オ
オ
ヒ
コ
の
娘
を
召
し
て
ミ
マ
キ
ヒ
メ
と
な
さ
い
ま
し
た
。
筆
頭
の
お
キ
サ
キ
さ
ん

で
す
。
ミ
マ
キ
ヒ
メ
は
１
１
歳
で
し
た
。
キ
の
ア
ラ
カ
ト
ヘ
の
娘
の
ト
オ
ツ
ア
ヒ
・
メ
ク
ハ
シ
ヒ
メ
は
オ

オ
ス
ケ
キ
サ
キ
で
す
。
ア
フ
ミ
の
娘
の
ヤ
サ
カ
・
フ
リ
イ
ロ
ネ
ヒ
メ
は
、
カ
リ
（
仮
り
）
の
ス
ケ
キ
サ
キ
で

す
。
ま
た
、
オ
ハ
リ
の
娘
の
オ
オ
ア
マ
・
ウ
チ
ヒ
メ
は
、
ナ
カ
ハ
シ
（
後
の
長
橋
）
の
オ
シ
テ
（
ヲ
シ
テ
）

を
司
る
守
り
役
で
す
。 

３
３
‐
６ 

さ
て
、
こ
の
以
前
の
事
で
、
ミ
コ
や
ヒ
メ
ミ
コ
の
誕
生
の
事
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ク
ハ
シ
ヒ
メ
は
、

ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
を
お
産
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
オ
ア
マ
ヒ
メ
は
ヌ
ナ
キ
ヒ
メ
を
お
産
み
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ク
ハ
シ
ヒ
メ
は
、
ヤ
マ
ト
ヒ
コ
を
お
産
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
ヒ
コ
の
イ
ム

ナ
（
実
名
）
は
ヰ
ソ
キ
ネ
で
す
。
ヤ
サ
カ
・
フ
リ
イ
ロ
ネ
ヒ
メ
は
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
コ
（
オ
オ
キ
ネ
）
を
お
産

み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
故
に
、
ヤ
サ
カ
・
フ
リ
イ
ロ
ネ
ヒ
メ
は
、
カ
リ
ス
ケ
キ
サ
キ
に
上
ら
せ
ら
れ
た
の

で
し
た
。 

３
３
‐
７ 

３
年
（
ア
ス
ス
６
２
３
年
）
の
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
に
シ
ギ
の
ミ
ツ
カ
キ
（
桜
井
市
金
屋
）
に
ニ
イ
ミ

ヤ
コ
（
新
皇
居
）
を
開
か
れ
ま
し
た
。 

３
３
‐
７ 

４
年
（
ア
ス
ス
６
２
４
年
）
の
メ
（
１
０
月
）
ス
エ
ミ
カ
（
２
３
日
）
に
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神

天
皇
）
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
発
っ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

『
ミ
ヲ
ヤ
（
先
祖
の
ア
マ
カ
ミ
）
の
授
け
下
さ
い
ま
し
た
、
ミ
ク
サ
モ
ノ
（
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
・
三
種
の
神

器
）
の
こ
と
を
よ
く
考
え
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
初
代
の
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
さ
ん
か
ら
カ
ン
ヲ
シ

テ
（
ト
の
ヲ
シ
テ
を
始
め
と
す
る
文
書
）
が
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
、
ヤ
タ
カ

ガ
ミ
を
お
作
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
（
ク
シ
ヒ
コ
）
は
ヤ
ヱ
カ
キ
の
ツ
ル
ギ
を
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

常
に
マ
ツ
リ
て
こ
そ
、
ミ
と
カ
ミ
と
（
身
体
と
精
神
と
）
距
離
を
お
く
こ
と
な
く
過
ご
せ
ま
す
。「
ト
の

ヲ
シ
ヱ
（
ヲ
シ
テ
）
」
の
通
る
姿
も
、
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
の
ウ
ツ
ワ
（
神
器
）
と
共
に
澄
み
き
た
り
ま
す
。（
シ

ト
ミ
・
ト
、
ホ
２
１
‐
４
３
） 

 

こ
の
た
め
、
畏
れ
を
抱
く
の
で
す
。
そ
れ
は
今
の
現
状
で
、
十
全
の
マ
ツ
リ
を
お
こ
な
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
言
う
事
で
す
。
こ
の
た
め
、
カ
ガ
ミ
の
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
と
、
ツ
ル
ギ
の
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
（
ク
シ
ヒ
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コ
）
を
、
専
門
に
祭
る
べ
き
か
と
思
い
至
っ
た
の
で
し
た
。 

 
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
、
カ
サ
ヌ
ヒ
の
地
に
て
、
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
に
祭
ら
し
め
ま
す
。【
論
地
は
多
く
あ
り
ま

す
。
檜
原
神
社
（
桜
井
市 

三
輪
）
、
多
神
社
（
磯
城
郡 

田
原
本
町
多
）
、
笠
縫
神
社
（
磯
城
郡
田
原
本
町
秦

荘
、
秦
楽
寺
境
内
南
東
隅
）
、
笠
山
荒
神
社
（
桜
井
市
笠
）
な
ど
な
ど
。
混
乱
と
言
う
よ
う
な
伝
承
で
す
。 

あ
る
い
は
ま
た
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
よ
う
に
失
わ
れ
た
集
落
が
神
社
の
母
体
だ
っ
た
の
か
も
？
】 

 

オ
オ
ク
ニ
タ
マ
（
ク
シ
ヒ
コ
）
は
、
ヤ
マ
ヘ
の
サ
ト
（
天
理
市
、
大
和
神
社
）
に
て
、
ヌ
ナ
キ
ヒ
メ
に
祭

ら
し
め
ま
す
。
【
大
和
神
社
も
、
社
地
は
変
遷
し
て
い
る
よ
う
で
す
】 

２
３

 

 

ま
た
、
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
（
三
種
の
神
器
）
も
新
調
し
ま
す
。
イ
シ
コ
リ
ト
メ
の
マ
コ
（
子
孫
）
に
カ
ガ
ミ

を
作
ら
せ
ま
す
。
ア
メ
ヒ
ト
カ
ミ
（
ア
メ
マ
ヒ
ト
ツ
）
の
マ
コ
（
子
孫
）
に
ツ
ル
ギ
を
作
ら
せ
ま
す
。
ま

た
、
ア
マ
テ
ラ
ス
カ
ミ
の
ヲ
シ
テ
も
新
調
し
て
作
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
（
天
皇
位
）
の
ミ

ク
サ
タ
カ
ラ
と
な
る
ウ
ツ
ワ
で
す
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
３
‐
１
２ 

５
年
（
ア
ス
ス
６
２
５
年
）
に
な
り
ま
し
て
、
疫
病
の
流
行
が
お
き
ま
し
た
。
タ
ミ
（
国
民
）
の

半
数
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
猛
威
で
し
た
。 

３
３
‐
１
２ 

６
年
（
ア
ス
ス
６
２
６
年
）
に
は
、
タ
ミ
の
チ
ル
（
集
落
の
崩
壊
）
の
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ト
ノ
リ
に
「
タ
シ
ガ
タ
シ
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
十
代
、
崇
神
天
皇
）

さ
ん
は
、
ツ
ト
（
早
朝
）
に
起
き
出
さ
れ
ま
し
て
ツ
ミ
（
罪
）
を
カ
ミ
に
乞
は
れ
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

フ
タ
ミ
ヤ
を
新
た
に
建
立
し
直
し
ま
す
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ミ
ヤ
と
、
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
（
ク
シ
ヒ
コ
）
の
ミ

ヤ
の
フ
タ
ミ
ヤ
で
す
。
【
場
所
は
何
処
か
？ 

詳
細
は
未
詳
】 

 
 ３

３
‐
１
３ 

こ
の
年
（
ミ
マ
キ
６
年
、
ア
ス
ス
６
２
６
年
）
の
ア
キ
（
秋
）
に
な
っ
て
新
築
の
出
来
ま
し
た
オ

オ
ク
ニ
タ
マ
の
ミ
ヤ
に
、
カ
ミ
（
ミ
タ
マ
）
を
移
し
ま
す
。
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
１
６
日
の
夜
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
翌
日
の
１
７
日
の
夜
に
は
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ミ
ヤ
に
カ
ミ
（
ミ
タ
マ
）
を
遷
し
ま
す
。
ト
ヨ
の

ア
カ
リ
の
色
も
良
し
。
い
ざ
と
も
カ
ミ
（
ミ
タ
マ
）
は
下
り
ま
す
。
そ
し
て
イ
ロ
の
ツ
ズ
ウ
タ
を
献
歌
奉
呈

な
さ
い
ま
す
。 

 
 

 

い
さ
と
ほ
し
ゆ
き
の
よ 

 
 

 

ろ
し
も
お
ほ
よ
す
が
ら
も 

 
 

 
⇒

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
４
ア
ヤ
２
６
ペ
ー
ジ
参
照
、
ヤ
マ
ス
ミ
の
祝
賀
の
ウ
タ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

む
へ
な
る
や 

ゆ
き
の
よ
ろ
し
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
よ
つ
き
も 

よ
よ
の
さ
い
わ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ひ
ら
け
り
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ご
誕
生
の
賛
歌
。
ユ
キ
（
前
世
）
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
） 

  

３
３
‐
１
５ 

７
年
（
ア
ス
ス
６
２
７
年
）
の
キ
サ
ラ
（
２
月
）
の
３
日
に
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
十
代
崇
神
天
皇
）

の
ス
ヘ
ラ
ギ
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
出
さ
れ
ま
す
。 

 

『
我
が
ミ
ヲ
ヤ
（
祖
先
）
の
ク
ニ
を
開
く
基
礎
は
立
派
で
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
我
が
世
に
至
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り
ま
し
て
ヲ
エ
（
病
気
の
蔓
延
）
の
あ
る
こ
と
は
、
マ
ツ
リ
（
誠
心
誠
意
の
恵
み
及
ぼ
し
）
の
充
分
に
届
か

な
い
こ
と
へ
の
ト
ガ
メ
（
咎
め
）
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
と
、
推
測
す
る
の
で
す
。 

 

こ
の
故
に
、
ケ
タ
（
四
角
い
、
し
っ
か
り
さ
せ
る
）
を
為
し
て
、
極
め
て
そ
の
原
因
を
探
る
べ
し
』（
後

世
で
の
四
方
拝
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
か
？
） 

 

と
、
仰
い
ま
し
て
、
ア
サ
ヒ
の
ハ
ラ
（
榛
原
市
、
阿
紀
神
社
）
に
ミ
ユ
キ
（
行
幸
）
を
な
さ
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ヤ
ソ
ヨ
ロ
の
カ
ミ
（
ミ
タ
マ
）
を
招
く
た
め
、
ユ
の
ハ
ナ
（
ユ
リ
の
花
）
の
設
え
を
し
て
、
モ
モ
ソ

ヒ
メ
に
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
し
て
ウ
タ
を
詠
ま
し
め
る
の
で
し
た
。
そ
う
し
ま
し
て
、
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
心
に
浮

か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
、
ツ
ズ
ウ
タ
に
詠
み
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

 

さ
る
た
み
も
つ
す
に
ま 

 
 

 

つ
ら
て
を
ゑ
に
み
た
る
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
８
ア
ヤ
６
０
ペ
ー
ジ
参
照
、
さ
つ
さ
つ
つ
ウ
タ
）

 
 

（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
が
、
ハ
タ
レ
を
糾
弾
す
る
お
ウ
タ
） 

 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
は
問
い
ま
す
。 

 

『
か
く
教
え
て
く
れ
る
カ
ミ
（
ミ
タ
マ
）
は
、
一
体
何
方
（
ど
な
た
）
で
す
か
？
』 

 

カ
ミ
（
ミ
タ
マ
）
は
答
え
て
、 

 

『
我
は
、
ク
ニ
ツ
カ
ミ
の
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
（
ク
シ
ヒ
コ
）
で
す
』 

 

こ
こ
に
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
キ
ミ
は
、
改
め
て
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
を
祭
る
の
で
し
た
。
で
す
が
、
何
の
印

し
や
兆
し
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
キ
ミ
は
親
（
み
づ
か
）
ら
ユ
ア
ヒ
（
ユ
ア
ミ
、
湯
気
の
ミ

ソ
ギ
か
？
）
を
な
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
ガ
（
清
ら
か
に
、
一
心
に
）
に
祈
り
ま
し
て
、
ツ
ケ
（
告
げ
）

申
さ
れ
る
の
で
し
た
。 

 

『
吾
（
わ
れ
）
は
、
あ
な
た
様
を
敬
っ
て
お
り
ま
す
の
で
す
が
、
お
話
だ
け
で
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま

せ
ん
の
で
し
ょ
う
か
？
』 

 

こ
の
夜
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
夢
を
見
ま
す
。
夢
の
中
で
、
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
（
ク
シ
ヒ
コ
）
が
答
え

ま
す
。 

 

『
我
れ
は
、
こ
れ
、
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
の
カ
ミ
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
ガ
（
良
く
な
い
出
来
事
）
」
に
つ
い
て
、
キ
ミ
な
う
れ
ひ
そ
（
憂
い
賜
る
こ
と
は
必
要
御
座
い
ま
せ
ん
）
。

タ
セ
ザ
ル
（
治
世
が
上
手
く
行
か
な
い
の
は
）
は
、
我
が
こ
こ
ろ
（
意
図
）
が
あ
る
た
め
で
す
。 

 

我
が
ハ
ツ
コ
（
子
孫
）
の
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
に
祭
ら
せ
ま
し
た
な
ら
ば
、
等
し
く
平
穏
に
収
ま
り
ま
す
事

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
ト
ツ
ク
ニ
（
遠
国
）
に
ま
で
も
広
く
及
ぶ
で
し
ょ
う
』 

３
３
‐
２
１ 

ハ
ツ
キ
（
８
月
）
の
ナ
カ
（
中
旬
）
に
、
３
人
も
の
人
が
、
同
じ
夢
を
見
た
と
言
上
し
て
き
ま
し

た
。
ト
ハ
ヤ
の
チ
ハ
ヤ
の
メ
ク
ワ
シ
ヒ
メ
が
一
人
目
で
し
た
。
オ
オ
ミ
ナ
ク
チ
も
、
イ
セ
ヲ
ウ
ミ
も
、
夢
の

こ
と
を
言
上
し
て
き
ま
し
た
。 
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『
夢
に
カ
ミ
が
現
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、「
タ
タ
ネ
コ
を
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
の
イ
ハ
ヒ
ヌ
シ
（
祭
主
）
と

為
せ
。
ナ
ガ
オ
イ
チ
（
シ
ナ
ガ
オ
イ
チ
）
を
オ
ホ
ヤ
マ
ト
・
ク
ニ
タ
マ
カ
ミ
（
大
和
神
社
）
の
イ
ハ
ヒ
ヌ
シ

（
祭
主
）
と
為
さ
ば
、
ム
ケ
ヘ
シ
（
収
ま
る
）
」
と
仰
い
ま
す
の
で
す
』 

 

３
人
が
３
人
と
も
、
同
じ
事
を
言
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
夢
合
わ
せ
を
し
て
、
納

得
な
さ
い
ま
す
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
を
、
尋
ね
探
し
求
め
る
の
で
し
た
。
す
る
と
、
チ
ヌ

（
大
阪
府
）
の
ス
エ
（
堺
市
上
之
、
陶
荒
田
神
社
。
摂
社
に
太
田
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
田
田
根
子

の
母
を
祭
る
。
）
に
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

３
３
‐
２
４ 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
、
ヤ
ソ
（
８
０
人
）
の
ト
ミ
（
臣
）
達
と
共
に
、
チ
ヌ
（
堺
市
）
に
ミ

ユ
キ
（
行
幸
）
を
な
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
タ
タ
ネ
コ
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
、
１
８
歳
）
に
会
い
ま
し
て
、
お

問
い
に
な
り
ま
す
。 

 

『
あ
な
た
の
ご
先
祖
は
、
何
方
で
す
か
？
』 

 

そ
こ
に
、
タ
タ
ネ
コ
は
答
え
ま
す
の
で
し
た
。 

 

『
昔
の
こ
と
に
、
モ
ノ
ヌ
シ
（
３
代
コ
モ
リ
）
が
ス
エ
ツ
ミ
の
娘
の
イ
ク
タ
マ
（
イ
オ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ヒ

メ
）
と
産
む
モ
ノ
ヌ
シ
（
４
代
カ
ン
タ
チ
）
の
子
孫
が
オ
オ
ミ
ワ
の
カ
ハ
ネ
（
姓
）
を
賜
り
ま
し
た
（
７
代

ア
タ
ツ
・
ク
シ
ネ
）
。
そ
の
ハ
ツ
コ
（
直
系
の
子
孫
）
が
私
タ
タ
ネ
コ
で
す
』 
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ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
キ
ミ
（
十
代
、
崇
神
天
皇
）
は
、「
こ
れ
で
、
栄
え
る
事
が
出
来
る
」
と
安
心
な
さ

い
ま
し
て
楽
し
み
た
ま
う
の
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
イ
キ
シ
コ
ヲ
に
占
わ
せ
ま
す
と
、「
ま
こ
と
、
良
し
」
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
他
の

カ
ミ
を
も
っ
て
「
フ
ト
マ
ニ
」
で
占
わ
せ
て
み
ま
す
と
「
悪
る
し
」
の
結
果
が
出
ま
し
た
。 

３
３
‐
２
６ 

７
年
（
ア
ス
ス
６
２
７
年
）
の
メ
ツ
キ
（
１
０
月
）
の
１
日
に
、
カ
ミ
祭
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

イ
キ
シ
コ
ヲ
（
物
部
氏
）
は
ヤ
ソ
ヒ
ラ
カ
（
８
０
枚
の
お
祭
り
の
為
の
お
皿
）
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、
オ

オ
タ
タ
ネ
コ
を
オ
オ
ミ
ワ
の
カ
ミ
（
大
三
輪
神
社
）
の
イ
ワ
ヒ
ヌ
シ
（
祭
主
）
と
し
ま
し
て
、
ナ
ガ
オ
イ
チ

は
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
（
大
和
神
社
）
の
イ
ワ
ヒ
ヌ
シ
に
定
め
て
、
広
く
天
下
に
知
ら
せ
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
、

カ
ミ
を
崇
（
あ
が
）
め
る
事
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
て
、
カ
ミ
ナ
フ
ミ
ナ
ス 

カ
ン
ヘ
【
詳
細
は
未
詳
】
を
し

て
、
ヤ
ソ
ヨ
ロ
カ
ミ
を
祭
ら
せ
る
の
で
し
た
。【
ナ
ガ
オ
イ
チ
は
、
シ
イ
ネ
ツ
ヒ
コ
の
子
孫
か
？ 

詳
細
は
未
詳
】 

３
３
‐
２
８ 

こ
の
結
果
、
ヱ
ヤ
ミ
（
疫
病
）
も
直
り
、
ソ
ロ
（
水
田
の
作
物
、
畑
の
作
物
）
も
実
っ
て
、
タ
ミ

も
豊
か
さ
を
取
り
戻
し
た
の
で
し
た
。 

３
３
‐
２
９ 

８
年
（
ア
ス
ス
６
２
８
年
）
ウ
（
ウ
ツ
キ
、
４
月
）
４
日
に
、
タ
カ
ハ
シ
・
イ
ク
ヒ
は
ミ
キ
（
お

酒
）
を
作
り
、
オ
オ
ミ
ワ
カ
ミ
に
奉
り
ま
し
た
。
そ
の
ミ
キ
の
味
は
美
味
（
う
ま
）
か
っ
た
の
で
し
た
。 

 

シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
８
日
に
な
り
ま
し
て
、
ま
た
、
オ
オ
ミ
ワ
の
カ
ミ
を
祭
ら
せ
て
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ

さ
ん
も
ミ
ユ
キ
し
て
親
（
み
ず
）
か
ら
お
祭
り
な
さ
い
ま
す
。
イ
ク
ヒ
の
酒
を
お
供
え
し
ま
し
て
ミ
ア
エ

（
ご
馳
走
）
を
し
ま
す
。
こ
の
時
に
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
お
ウ
タ
（
御
製
）
を
お
詠
み
に
な
り
ま
し

た
。 

 
 

 

こ
の
み
き
は 

わ
が
み
き
な
ら
す 

 
 

 

や
ま
と
な
る 

お
ほ
も
の
ぬ
し
の 

 
 

 

か
み
の
み
き 

い
く
ひ
さ
つ
く
る 

 
 

 

す
ぎ
は
い
く
ひ
さ 

 

ミ
ア
エ
を
終
え
て
、
ト
ミ
達
が
歌
う
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

う
ま
さ
け
や 

み
わ
み
わ
の
と
の 

 
 

 

あ
さ
と
に
も 

い
て
て
ゆ
か
な
ん 

 
 

 

み
わ
の
と
の
と
お
（
を
） 

 

時
に
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
、
カ
エ
ウ
タ
（
返
し
ウ
タ
）
を
お
詠
み
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

う
ま
さ
け
に 

み
わ
み
わ
の
と
の 

 
 

 

あ
さ
と
に
も 

お
し
き
ら
か
ね
よ 

 
 

 

み
わ
の
と
の
と
お
（
を
） 

 

ト
の
ト
を
押
し
て
開
き
て
、
帰
り
ま
す
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
３
‐
３
３ 

９
年
（
ア
ス
ス
６
２
９
年
）
の
ヤ
ヨ
ヒ
（
３
月
）
の
モ
チ
（
望
月
）
に
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇

神
天
皇
）
さ
ん
は
夢
を
見
ま
し
た
。
夢
に
、
カ
ミ
が
ツ
ゲ
（
告
げ
）
る
の
で
し
た
。 

 

『
カ
シ
キ
（
赤
・
白
・
黄
色
）
の
ホ
コ
を
立
て
て
カ
ミ
を
祭
れ
。 

 

ウ
タ
（
宇
陀
）
の
ス
ミ
サ
カ
（
宇
陀
市
榛
原
区
萩
原
、
墨
坂
神
社
か
？
）
も
、
オ
オ
サ
カ
【
現
在
地
、
未

詳
】
も
、
カ
ワ
セ
サ
カ
（
彦
根
市
、
河
瀬
神
社
か
？
、『
延
喜
式
』
で
の
川
桁
神
社
）
も
、
ミ
オ
（
安
曇
川

平
野
の
ミ
オ
カ
ミ
、
三
尾
神
社
・
三
生
重
神
社
・
水
尾
神
社
な
ど
か
？
）
も
、
残
り
な
く
祭
る
べ
し
。 

 

こ
れ
は
、
ツ
ミ
ヒ
ト
（
罪
人
）
の
シ
イ
（
シ
ヰ
、
強
い
る
事
）
を
、
何
と
か
止
（
と
ど
）
め
る
事
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ヱ
ヤ
ミ
を
為
し
て
し
ま
う
真
の
原
因
に
も
、
対
処
が
必
要
で
す
』 

 

ウ
（
ウ
ツ
キ
、
４
月
）
の
ス
エ
フ
カ
（
２
２
日
）
に
、
ヲ
ト
ミ
（
中
心
の
ト
ミ
・
カ
ガ
ミ
の
ト
ミ
）
の
ヲ

ヲ
カ
シ
マ
（
カ
シ
マ
）
と
、
タ
タ
ネ
コ
に
、
タ
マ
カ
エ
シ
ノ
リ
（
迷
え
る
タ
マ
を
、
ア
モ
ト
に
還
す
祭
り
）
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を
祭
ら
せ
る
の
で
し
た
。
此
れ
に
拠
り
て
、
ア
カ
ル
キ
（
天
下
が
晴
れ
た
）
に
な
り
ま
し
た
の
で
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
３
‐
３
６ 

ソ
ホ
（
１
０
年
、
ア
ス
ス
６
３
０
年
）
ネ
ヤ
ト
の
フ
ツ
キ
（
７
月
）
の
ス
エ
ヨ
カ
（
２
４
日
）
に
、

ミ
コ
ト
ノ
リ
を
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

『
タ
ミ
の
ヱ
ヤ
ミ
（
疫
病
）
を
タ
ス
（
直
し
癒
す
）
ヲ
シ
エ
（
教
え
）
は
、
カ
ミ
マ
ツ
リ
に
よ
っ
て
、
実

現
を
得
ま
し
た
の
で
し
た
。 

 

よ
う
や
く
、
ヲ
ヱ
（
病
気
な
ど
災
い
）
は
去
り
ま
し
た
が
、
ト
オ
ツ
ク
ニ
（
遠
国
）
に
は
ア
ラ
ヒ
ト
（
荒

ん
だ
人
心
）
に
の
事
で
ノ
リ
を
ま
だ
平
（
む
）
け
得
な
い
の
で
す
。
こ
の
故
に
、
ヨ
モ
（
四
方
）
に
ヲ
シ

（
教
え
人
・
勅
使
）
を
遣
わ
し
て
、
ノ
リ
を
教
え
て
平
穏
を
齎
し
た
い
の
で
す
』 

３
３
‐
３
７ 

ナ
ツ
キ
（
９
月
）
９
日
に
、
４
人
の
ヲ
シ
（
勅
使
）
に
ヲ
シ
テ
（
ヲ
シ
テ
の
御
旗
）
を
賜
り
ま
す
。 

 

オ
オ
ヒ
コ
は
、
コ
シ
（
越
前
・
越
中
・
越
後
）
の
ヲ
シ
で
す
。（
８
代
ク
ニ
ク
ル
孝
元
天
皇
の
ミ
コ
、
ミ
マ

キ
ヒ
メ
の
父
） 

 

タ
ケ
ヌ
ナ
ガ
ワ
ケ
は
、
ホ
ツ
マ
（
関
東
地
方
）
の
ヲ
シ
で
す
。（
オ
オ
ヒ
コ
の
子
、
ミ
マ
キ
ヒ
メ
の
兄
） 

 

キ
ヒ
ツ
ヒ
コ
は
、
ツ
サ
（
西
南
方
面
）
の
ヲ
シ
で
す
。（
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
の
子
孫
） 

 

タ
ニ
ハ
チ
ヌ
シ
（
タ
ニ
ハ
・
ミ
チ
ヌ
シ
）
は
、
タ
ニ
ハ
（
丹
波
）
の
ヲ
シ
で
す
。（
９
代
フ
ト
ヒ
ヒ
開
化
天

皇
の
ミ
コ
の
ヒ
コ
イ
マ
ス
の
子
） 

３
３
‐
３
８ 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
さ
ん
は
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

『
ヲ
シ
エ
を
受
け
な
い
で
反
抗
を
す
る
人
が
あ
れ
ば
、
ホ
コ
ロ
ハ
セ
（
亡
ぼ
せ
）』 

 

と
、
ヲ
シ
テ
（
ヲ
シ
テ
の
御
旗
）
を
そ
れ
ぞ
れ
４
人
に
賜
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
イ
ク

サ
立
ち
（
戦
闘
支
度
で
の
出
発
）
を
し
ま
す
。 

３
３
‐
３
９ 

さ
て
、
オ
オ
ヒ
コ
は
、
９
月
の
モ
チ
（
望
月
）
に
、
ナ
ラ
サ
カ
に
至
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
一
人

の
オ
ト
メ
（
少
女
）
が
ウ
タ
を
歌
っ
て
聞
か
せ
る
の
で
し
た
。 

 
 

 

み
よ
み
ま
き 

い
り
ひ
こ
あ
は
や 

 
 

 

お
の
が
そ
ゑ 

ぬ
す
み
し
せ
ん
と 

 
 

 

し
り
つ
と
お
（
を
） 

い
ゆ
き
た
が
ひ
ぬ 

 
 

 

ま
え
つ
と
よ 

い
ゆ
き
た
が
ひ
て 

 
 

 

う
か
が
わ
く 

し
ら
し
と
み
ま
き 

 
 

 

い
り
ひ
こ
あ
わ
や 

３
３
‐
４
１ 

こ
の
ウ
タ
を
聞
い
た
オ
オ
ヒ
コ
は
、
ア
ヤ
シ
ク
（
不
思
議
に
思
っ
て
）
感
じ
て
、
戻
っ
て
、
オ
ト

メ
に
聞
き
ま
し
た
。 

 

オ
ト
メ
は
、
い
い
ま
す
。 

 

『
わ
れ
は
、
ウ
タ
を
歌
う
の
み
』 

 

と
、
言
う
と
消
え
失
せ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。 

 

オ
オ
ヒ
コ
は
、
胸
騒
ぎ
を
覚
え
て
、
ミ
ヤ
コ
の
ミ
ツ
カ
キ
の
ミ
ヤ
に
立
ち
返
る
こ
と
に
し
ま
す
。 


